


摂取時の状態の表⽰を許容する⾷品の検討

栄養成分表⽰については、販売される状態※１における可⾷部分の
栄養成分等の量を表⽰するものとしている。その⼀⽅で、例えば、
塩抜きをする塩蔵品や、そのまま⾷さない茶葉など、販売時と摂取
時※２の栄養成分等の量にかい離が⽣じる⾷品もある。そのため、⽇
本版FOPNLについては、例えば、栄養成分表⽰には販売時の状態を
表⽰した上で、標準的な調理⽅法を併記し、合理的な根拠に基づい
たその表⽰値の根拠となる資料を保管することで、摂取時の状態の
表⽰を許容することについて検討する必要がある。

（「我が国における包装前⾯栄養表⽰の検討の⽅向性」から抜粋）
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※１ 販売時の状態：ある⾷品がスーパーマーケット等で陳列されている状態。
※２ 摂取時の状態：ある⾷品を⾷べられるように調理した後の状態。


















